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平成29年7月24日

野田市都市計画審議会

会長　石　井　　武　様

野田市長　鈴　木

野田都市計画地区計画の変更について（付議）

　このことについて、都市計画法第21条第2項において準用する

同法第19条1項の規定により、別紙のとおり貴審議会に付議します。



野田都市計画地区計画の変更（野田市決定）案

都市計画野田1［J崎地区J’ti区計画を次のように変更する。
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上地利用の方針

地区施設の
整備の方針

野田山崎地区　地区計画

　野11］市みずき一・．r円、みずきニト目、みずき三丁日及びみずき四丁目の全部の区域並

びに山1崎宇梅台の一部の区域

糸～」58．　3ha

　本地区は、東武野1」］線梅郷駅の南西約1．21（mに位置し、住宅・都市整備公団の施行

による：L地区画整埋事業区域及び都市計画道路沿いの周辺関連区域を含む地区である。

　地区計画を定めることにより、計画的に形成された良好な居住環境を維持するととも

に、歴史ある野田市の景観に配慮しながら、均衡ある十地利用を促進し、地区の特性に

応じた、緑豊かでうるおいのあるn：宅市街地σ）促進を図る事を口標とする。

　適正かっ合理的な土地利用を図るため、8地区の地区整備計画区域と一ヒ地利用の方針

のみを定める区域に区分し、それぞれ次の方針により整備する。

　［低層庄宅地区］

　　　一戸建ての専用庄宅を主体として、良好な居住環境を確保すると共に、落ち着きあ

　　る街並み形成を図る。
　［計画111宅地区A］

　　周辺環境との調和を図りながら、低・中層住宅を主体とした住宅等を計画的に配置
　　し、良好な庄環境の形成、保全を図る、、

　1計1町庄宅地区Bl

　　多ほな公園、緑地との調rllを図りながら、低・Il．1層住宅を一ト：体tLたr↑・宅丁を計ll］1」

　　的に配置L、緑に阿封1た良なfな1｝環工花のナ1フ成、保全を図る

　［シンボル道路地区］

　　周辺住宅地区と調和した、賑わいと居住者の牛活利便の向上に寄与し、生活に付加

　　価値をもたらす店舗等を含む庄宅地の形成を図る。

［幹線道％地区A・幹線道路地区B］

　　住宅地区の居庄環境に配慮しながら、幹線道路沿いの賑わいを創出する施設及び店

　　舗等による街なみ形成を図る。

［センター地区A・センター地区B］

　　地区中央部にあり、二っの都市計画道％の交差部に位置しているため、商業、業務
　　関連施設、娯楽施設、行政施設、コミュニティ施設を幅広く立地させ、居住者及び
　　地域住民の利便の増進を図る，．

一臓媒↓　＿
　　兵　c　崇⊥t｛ve！三F巨て⊇，幽4…‘’t　　；nifi＃asgv．；罐Wkl…u
嚥P．1 一　’　さ辿→L与十ぞ誘手貝1幽・1，tti喉“Z－1；，，，＝

（上地利用の方針σ）み定める区域）

　隣接する野田山崎L地区両整」型事業の区域と一体になったまちづくりを推進する．、

　上地区画整J型事業により整備された各施設はそれぞれの施設の機能・環境が損なわれ

ないように維持・保全を図る。
　V：、開｝桁一］為に」、i1F約旅S、．ii7‘二公日吸川ll拙1・はば川」「・1［Fl’・・L図る
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建築物等の
整備の方針

　地区計画の目標を踏まえ、以一ドの建築物の整備方針に基づき、整備・誘導を図る串：と

する。なお、建築物等及び屋外広告物は、美観風致の維持を図るものとし、その色彩に

あっては原色の使用を控え、落ち着きのある色調とする事により周辺の街なみとの調和

を考慮した市街地の形成に努める。

［低層住宅地区］

　適切な敷地規模を有する・戸建て住宅を主体とした、良好な居li環境の整備を図

　る。
［言十両（1　t宅　i一也区A］

　当該街区を囲む緑地、道路、公園等とイ本となった緑豊かなオープンスペースを確

　保し、快適な居住環境と良好な街なみ形成を図る。

［計画住宅地区B1

　地区FFの緑1也及vc道路沿いに鼎かなオー一プンスへ一スを’1｜作fV・するヒyもに、多様な

　公園、緑地〕’調和［た、緑票かな快適な居fi’環境巳良f1J「な街な／…形成を図る、

［シンボル道路地区］

　シンボル道路沿いθ）賑わいと魅力溢れる道％景観創出のために多様な住宅、施設等

　を適切に配置し、親しみあるll環境形成を図る。

［幹線道路地区A・幹線道路地区B］

　周辺住宅との調和を図りつつ、周辺部から地区中心部への入り口部にふさわしい、

　街の賑わいと活力を感じさせる環境形成を図る。

［センター地区A・センター地区B］

　居住者及び地域庄民の生活サービス及びコミュニティ形成の核として、周辺環境

　を損なうことなく賑わい溢れる環境形成を図る、、
ef．　sU　，一　Lk；．LL

　るや　　を　　　ロピぴヱ　コご　コ　　プ　わニロし　いロ　シ　プ　の　　　　　　　コ　　コ　ゐ　　　　　ダずロ　
　、．’1λ　一9．．＿’＿二、．　－ll．．．，．rr　三辿ニニL）・．、’、…ニー。「・’〉、、，J

A

1’也

区

整

備
言1・

画

地区施設の
配置及び規模

公　困

緑　地

5ヵ所

4カ所
面蹟　2、790　ttf
而｜「責　　　　　　5　2　0　　nT

L
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地［メ：の

地区の

名　称
低層住宅地区 計r山1住宅地区．、 シンポ’レ道路地区 幹線道路地区A 幹線道路地区B センター地区A センター地区B ，：1画［コ三．LI山区U　誘＋JWせ詳咄匡

区　分 地区の

面　積 約18．9ha 約18，5ha 約2．．llla 約7．Oha 約0．2ha 約1，9ha 約2．3hε1 約6，7ha
次に掲げる建築物は建築してはならない． 次に掲げる建築物は建 次に掲げる建築物は建築し 次に掲げる建築物は建築しては 次に掲げる建築物は 次に掲げる建築物ば 次に掲げる建築物は建築してはなら

L大学．高等専門学佼、専修学校その他これら 築L・〔はならない． てはならない． ならない．．　　－ 建築してはならない 建築してはならない ない

に苗するもの 1，大学、高悼専門学1交、専 1．大学、高等専門学校．専修 L大学、高沓専門学校、専修学校そ 1．建築基準法別表第2 1．建築基汁≧法号1［表第2 1，1＼1．、‘1｝「㌧川羊い、円［1Tl　l・．旨

修学校その他これらに類 学佼その他これらに煩する の他二れらに類するもの （い）項第1号に掲げ 〔い）項第1号に掲げ 自h口1らに1］：1・い：・い・

するもの もの 2．建築基準法別表第2　〔に）項第3 るもの るもの フニlh・i「」．．1叫時．2山一1」目」巨づ号

2．廻≧曇ξ基準≡法男1］表第2　　〔（二） 号及び第6号に掲げるもの 2，大学、高等三与｝1∫rf：佼、 2，戊（学、高等専門学陵、 辿一山　る．；．山
項第3号及び第6号に掲げ 3．ホテル又は旅館 可修学咬その他これ 専修学校その他二れ

一†るもの 4．白動車教習所 らに類するもの らに垣するもの ．’．一． 　　　；、ばニニ．＝巳，一鼎泊場、

’r3，ホテル又は旅館 5．マー．ジ．ヤ・ン屋、はちんこ屋、肘的 3．自動車教習所 3，白動車教習所 耳粘i，ミFli；±7輌1丁」与．斗十午計≒

建 4．自動車教習所 場、勝馬投票券発売所、場外車券 4，建築基準法別表第2 4，建築基準法別表第2 叫⊂工．」三．℃．’」

建築物 ’K　の 5．店舗、飲食店，その他これ 売場その他これらに煩するもの （に）項第6号に掲げ （に）項第6号に掲げ ． ニー i二・．．バ．’．．・hl三』辿⊥）「

川途 の制限 らに垣する用途に供するも 6．カラオケボソクスその他これに るもの るもの ≒十自

ののうち建築基準法施行令 類するもの 5，倉庫業を営む倉庫 5、ガソリンスタンド↓給 ．　．コ†幽　「．’”1．．　．．’　二、工兵口
．　　　　　　　　　、　　　　　、　　、　　　　　、

築 第130条の5の3で定めるも 7．店舗、飲食店、その他これりに類 6．ガソリンスタンド（給 油所） ；　主1二、一三も．・加メ．瞬．．題禄阜÷．匡

のでその用途に供する部分 する用途に供するもののうち建築 油所） 岳肱午含；〉．L‘ば一与地
の床面積の台計が1，　Fd　oa　Ln2 基準法施行令第130条の5の3で定 ⊥○・一掴途に＃仁L≒1L戸↓叫上雨情

を超えるもの めるものでその川途に供する部分 1勾べ司≒扁uμ廿巨∪ぞ㌔

物 6，事務所等でその用途に供す の床面積の合計がL500‘lfを超え 兵「相車

る部分の床面積の合計が1， るもの

500nfを超えるもの 8．事務所等でその川途に供する部

区
分の床面債の合司．が1，500nfを超

’・1’ミ えるもの
・膓．

建築物の延べ
面債の敷地面積

に対する割合の 10分の15 い）分・ノ．u　5

に 最
高 限　度

整 建築物の建築
面積の敷地面積

に対する割合の 10分の5 lP力の5

関 最 高 限　度

165nf 　　　う180｜1τ 1651㎡
300nf 1801）f

ただし、次の各号の一に該当 ただし、市長が公益卜必要と認めた建築物の ただし、次の各号の一に該当するものについては、 この限りではない． ただし、市長が公益上必要と認めた建築物の敷地の用に供するものについては、この限り
備

す
するものについては、この限り 敷地の用に供するものについては、この限りで 1，市長が公益上必要と認めた建築物の敷地の用に供するもの ではない．

ではない、． はない．． 2．十地区画整理事業により、 換地された上地及び保留地で、 所有権その他の権利に基づいてその全

建築物の敷地
1， 市長が公益上必要と認めた建 部を一の敷地として使用する もの

面積の最低限度 築物の敷地の川に供するもの

る
2．土地区画整理事業により、換

地された土地及び保留地で、
計

所有権その他の権利に基づい

てその全部を一の敷地として

事
使用するもの

　　．。勿の　壁又はこ　に’
る住の面から道路境界線、緑地
境界線及び隣地境界線までは1
皿以上とする．．

　　沢　の　壁又はこれにー⇔る・．の面から1
路境界線、緑地境界線又は隣地境界線までは、
次のとおりとする．．

1．壁面線の表示のある道路境界線及び緑地境界

m以上とする。

建築物の外壁又は、これに代わる住の面から道路境界線、

ただし、次の各号の一に該当する場合においては、この限りではない、．

緑地境界線及び隣地境界線までは、1

境界線までは、次のとおり

　建築物の外壁又はこれに．代わる柱の面から道路

　　　　　　　　　　　とする、
1．壁面線の表示のある道路境界線までは、2m以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　．．、勿の　壁又はこれに5幽⊃る・『の
面から道路境界線、緑地境界線又は隣
地境界線までの距離は、次のとおりと
する。

「由1

項

壁面の 位置

ではない．、

1．

　ただし、次の各号の一に該当
する場合においては、この限り

　出窓及び建築物に附属する門
　又は塀その他これらに類する

　線までは、2m以トとする．．2，壁而線の表示のない道路境界線及び緑地境界

　線までは、1m以上とする．．3．隣地境界線までは、1m以トとする．

　ただし、次の各号の一に該当する場合におい

1，2，物置等で、高さ2，　出窓及び建築物に附属する門又は塀その他これらに類する

　　　　　　　　　　3m以下かつ床面債の合計が511f以下のもの

3，車庫で、高さ3m以下かつ床面債の合計が361r似下のもの

もの とする。

る、．

2，その他表示のない箇所にっいては、1nl以上とす

／，壁而線の表示のある道路境界線及び
　緑地境界線までは、2m以上とする。
2，壁面線の表示のない道路境界線及び
　緑地境界線までは、1m以上とする、．
3．隣地境界線までは、／m以．トとする。

の 制 限 もの ・⊂｝よ、　こ0）F艮り『ぐ｜まなし、ロ ただし、次の各号の一・に該当する場
2，物置等で、高さ2，3n1以下 】．出窓及び建築物に附属する門又は塀その他こ 合においては、この限りではない．．
かっ床面憤の合計が511f以下 れらに類するもの 1．山窓及び建築物に附属する門又は塀
のもの 2．物置等で、高さ2．3m以ドかっ床而債の合 その他これらに類するもの
3．車庫で、高さ3m以下かつ床 計が5n似下のもの 2，物置等で、高さ2，3m以下かっ床
面憤の合計が3611f以下のも 3．叶：庫で、高さ3m以下かつ床面債の合計が3 面憤の合計が5nf以下のもの
の 6t㎡以下のもの 3．車庫で、高さ3m以下かつ床面磧の

合計が3611f以下のもの

建築物等の形態
又は意匠の制限

建築物の屋根の形態は勾配屋恨を基調とする．
　建築物の屋根の形態は勾配屋限を基

調とする。

かき又はさくの

構造の制限
道路境界線に面して、かき又はさ くを設置する場合は、生垣又は1． 2m以下のフニ仁ンス等とする． ただし、門柱又はフェンス等の基礎となる高さ⑪， 4rn以下のコンクリートブロック、 石債み等はこの限り でない、．

1 ｜111「り
樹日1甲‘ 1苧：罎享・「n 開；后〔1詩に．t7り年備さ．｝］たべ「〕下〔1．ト

ll川1
円事1．日

　．

1，t／／
1．刀　L

l・1 臼

ll二な腎1．＋．環后メ，碇1呆

　　た．㌧㌦ピ

11 保．ill．lttl．t

Lなもの．「事項

禄他に．．・い．「！」　二園㍗．川十地∫1η．の

目的に「11用を［．．・は評ゴじL‘1い

　た　1．，rh子り．吃こ疏LF要二。‘．、＼’．た

建○｝Jに．．．い・：ほ，一白限川こ．はない

「区域、地区整備計画の区域及び壁面の位置の制限は計画図表示のとおり」

L　理　　 ［　「　 1　　」　　　　　　『　 tt’ i　‘　己　 l　1±1，　［　．　ミ：　　　卜　1　　　ト　　　　　　．　：　　．　　「　［　「　　　1　ヨ　　 ≡　 ］　 Lb，　　　L　　　　 I　　　　　．　　：　　　 ．　　　：　　　　　　　　　　　　！　L　z　1　　‘　」　　、　”　　卜　　　　　　1　　1　．　　

：二．寸「「〕［．　Elll　l1L［1：．．”1．．1．1．．1た∀‘．吐cこ計匝”．11「P・F・． 3



参考資料 第一種低層住居専用地域 第一Ti＃．ilt高層住房専用地域　　第　種中高層住居専用地域 第一唾住居地域 第腫庄居地域 近隣商業地域 第二種住居地域 D　｜刺1高ig’i．1．川U川ll［岐

　　　二幽．ト昇」也w

地区の

名　称
低層庄宅地区 計画庄宅地区．S シンボル道路地区 幹線道路地区A 幹線道路地区B センターll1三区A センター・地区B 計［IIll日て｝山区D　話貞栴尺41叫ふ

地区の

区　分 地1メ「力

面　積 約18．911a 約18．5h乏‘ 約2．4ha 約7，0ha 約0．2ha 約1，9hL｜ 約2．3ha 約6．7ha
　次に掲げる建築物は建
築してけならない

1，大学．荷等専門学校、専

　修学校その他これ「、に

　類するもの

　子欠に掲げろ建築物は建

築Lて仕ならない
1．大学、高等専門’｝：佼、専

　修学佼その他二れらに

　煩するもの

　次に掲げる建築物は建築し
てはならない．

1．建築基準法別表第2〔い）項

　第1号に掲げるもの

　→庄宅
2．大学、高等専門学校、専修学

　校その他これらに類するも

　の
3，自動申：教習所

4．建築基丁匡く去5］1｜表第2　〔｛こ）　項

　第6号に掲げるもの
　→1511fを超える畜舎

5．ガソリンスタンド〔給汕所）

　次に掲げる建築物は建築しては
ならない．

1．　1．」．．高‘：i≦専川Liノ．U，両：II．＝．［．．こ

　二．・吋山．．！1‘．☆1肩・1．引戸）

　蕪．・．；．．．さ圭丁竺　昌一可1ア．；・

　□．．1！‘叶；認上1．1・→．‘．’．≡辿

　一・．IL‘・一与工㌦三斗場≒k

　次に掲げる建築物は建築し

てはならない

1、達築基｝準法別表第2　〔い）

　項第1号に掲げるもの

→住宅

2．人学，高等専門学校、専修

　学校その他これ［〒）に類する

　もの
3，自動車教習所

4．建築基準三法別表第2　↓に）

　項第6号に掲げるもの
→15r〕「を超える畜舎

5，倉庫業を営む倉庫

6．ガソリンスタンド（給加所）
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　　　　　　　　1．幽

工　止舗叫譲　　　そ　　．≡ILらに

　次に掲げる建築物は建築してはなり
ない．

1，大学、高等専門学校、専修学校その他

　これらに煩するもの

2．建築基準法別表第2（に）項第3号及

　び第6号に掲げるもの
　→ボー・リング場、スケート場、水泳場、

　スキー場、ゴルフ練習場、パッティン

　グ練習場
　一・151・fを超える声舎

3，ホテル又は旅館

4，自動車教習所

5，店舗、飲食店、その他これらに類する

　用途に供するもののうち建築基準法
　施行令第130条の5の3で定めるもの

　でその用途に供する部分の床面債の
　合計が1，50011fを超えるもの

　→店舗、飲食店、その他これらに類す

　る用途に供するもののうち理髪店、

　美容院、クリーニング取次店、質屋、

　貸衣装屋、貸本屋その他これらに類
　するサービス業を営む店舗、洋服、

　畳屋、建具屋、白転車店、家庭電器

　器具店その他これらに類するサービ
　ス業を営む店舗で作業場の床而憤の

　合計が5UIIf以内のもの（原動機を旋

　用する場合にあっては、その出力の

　合計が0．75キロワット以下σ）ものに

　限る、．）、自家販売のために食品製

　造業を営むパン屋、米屋、豆腐屋、

　菓子屋その他これらに類するもので

　1乍業場の床面積の合計が50n似内の

　もの（原動機を1吏用する場合にあっ

　ては、その出力の合計が0．75キロワ
　ソト以下σ）ものに限る．．）、学習塾、

　華道教室、囲碁教室その他これらに

　類する施設、物品販売業を営む店舗
　　（専ら性的好奇心をそそる写真その

　他の物品の販売を行うものを除く、）

　又は飲食店、銀行の支店、損害保険

　代理店、宅地建物取引業を営む店舗

　その他これらに類するサービス業を

　営む店舗でその用途に供する部分の

　床面積の合計が150011fを超えるもの

6．事務所等でその用途に供する部分の

　床面積の合計がII50011fを超えるも

　の

　　　　　　、
頁『．’「巷に．、一．〒もユエち

理留　　⊥」t；tt．」スー　’　－t－1　‘〆

建

↓糾L」菩互、．‘．装阜、　　．幽．さ
　　　　　　馳’．　≡　‘；；‘「．一．．：＋．一・“『．　

地

　力：1こ掲げる建築物は達築して1まカこら

ない

［，大学、高等与門学佼、専修学校その他

　二れらに類するもの
2，建築基準法別表第2　〔に）項第3号及

　び第6号に掲げるもの
→ボー‘．∫ング場、スケート場、水泳場、

　スキー場、ゴルフ練習場、バソティン

　グ練習場
　→1511fを超える畜舎

3、ホテル又は旅館

4．自動申教習所

5．マージャン屋、ばちんこ屋、射的場、

　勝馬投票券発売所、場外車券売場その

　他これらに類するもの
　→（類するものニゲームセンター）

6，カラオケボソクスその他これに類す

　るもの
7．店舗、飲食店、その他これらに類する

　．用途に供するもののうち建築基準法

　施行令第13U条の5の3で定めるもので

　その川途に供する部分の床面積の合
　計がll50Dllfを超えるものマージャン

　屋、ばちんこ屋、射的場、勝馬投票券

　発売所、場外車券売場その他これらに

　類するもの

　→店舗、飲食店、その他これらに類す

　る用途に供するもののうち理髪店、美
　容院、クリー一ニング取次店、質屋、貸
　衣装屋、貸本屋その他これらに類する　　　　　　　　　　　　　　　．

　サービス業を営む店舗、洋服、畳屋、

　建具屋、自転車店、家庭電器器具店そ

　の他これらに類するサービス業を営
　む店舗で作業場の床面積の合計が50
　11f以内のもの（原動機を使用する場合

　にあっては、その出力σ）合計が0．75キ

　ロワット以下のものに限る，）、自家

　販売のために食晶製造業を営むパン
屋、米屋、豆腐屋、菓子屋その他これ

　らに類するもので作業場の床而積の
　合計が5伽f以内のもの（原動機を使川

　する場合にあっては、その出力の合計

　が0．75キロワソト以下のものに限
　る，．）、学習塾、華道教室、開碁教室

　その他これらに類する施設、物品販売

　業を営む店舗博ら性的好奇心をそそ
　る写真その他の物品の販売を行うも
　のを除ぐ，）又は飲食店、銀行の支店、

　損害保険代理店、宅地建物取引業を営

　む店紬その他これらに類するサービ
　ス業を営む店舗でその用途に供する

　部分の床面積の合計が1500nfを超え

　るもの

8，事務所咋でその用途に供する部分の

　床面積の合計が1，50011fを超えるもの

’・1噛㌦よ　‘’　L「　　田・．v卍．　　t
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建築物等の
用途の制限
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一

　1　　　t／　　　　　　　　　｜　1　t　エ　　‘　　i　　‘　，　口↑　　t　言　　 　L　

参考資料 第一唾低層住居専川ω或 第一．・唾中高層住居専川地域 第一種中高層庄居専用地域 第・圃回：地域 第種住居地域 近隣商業地域 第運住居地域 ¶㌃座日山．Ψ岐

地区の

地区の

名　称
低層住宅地区 計画住宅地区．へ シンボル道路地区 幹線道路地区A 幹線道路地区B センター・地区A センター・地区B F「1！トト1「［｛「．｜II，1ぺ．｝：；誘兵」1i｝元言：と1吐し【一

区　分 地区の
面　債 約18，9ha 約18，5ha 約2，4ha 約7，0ha 糸勺0，2ha 約1．9ha 約2，3ha 約6，7hLL

建築物の延べ
而1責のi敷地血債

に対する割合の
1〔，分の15 ロパ▲．，㍗15

最　高 限　度

建築物の建築
面債の敷地面債

に対する割合の ユ0分の5 川｝．声・川5

日 古取 「司 限　度
建

165nf
ユ80‘lf 　　　「」1651］r 　　　，3DOl1T 　　　．18011「

築
ただし、次の各号の一に該当 ただし、市長が公益ト必要と ただし、次の各号の・に該当十るものについては、 二の限りではない． ただし、市長が公益上必要と認めた建築物の敷地の用に供するものについては、この限りではない．．
するものについては、この限り 認めた建築物の敷地の用に供す 1，市長が公益ヒ必要と認めた建築物の敷地の用に供するもの
ではなし ‘．． るものについては、この限りで 2． 十地区画整理事業により、換地された上地及び保留地で、所有権その他の権利に基づいてその全部を

建築物の敷地
1． 市長が公益上必要と認めた建 はない．．

一の敷地として使用するもの

物 面頂の最低限度
築物の敷地の川に供するもの

2． 十地区画整理事業により、換

区 地された土地及び保留地で、

所有権その他の権利に基づい

てその全部を一の敷地として
等

使用するもの

　　　　　　　　　　　　　「

整 建築物の外壁又はこれに代わ 建築物の外壁又はこれに代わ 建築物の外壁又は、これに代わる柿の而から道路境界線、緑地境界線及び隣地境界線までは、 1111 建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から道路境界線まで 建築物の外壁又はこれに代わる柱
に る柱の面から道路境界線・緑地 る住の面から道路境界線・緑地 以上とする． は、次のとおりとする．． の面から道路境界線、緑地境界線又

境界線及び隣地境界線までは1 境界線又は隣地境界線までの距 ただし、次の各号の一に該当する場合においては、この限りではない、． 1，壁面線の表示のある道路境界線までは、 2m以一ヒとする． は隣地境界線までの距離は、次のと
m以上とする．． 離は、次のとおりとする、 1．出窓及び建築物に附属する門又は塀その他これらに類するもの 2，その他表示のない箇所については、 ］m以上とする． おりとする．．

ただし、次の各号の．．一に該当 1．壁面線の表示のある道路境界 2．物置等で、高さ2． 3m以下かつ床面債の合計が511似下のもの 1． 壁面線の表示のある道路境界
関 する場合においては、この限り 線及び緑地境界線までは、2 3，車庫で、高さ3m以下かっ床面積の合計が3611f以下のもの 線及び緑地境界線までは、2m

備
ではない．． m以ヒとする。 以上とする．．
1， 出窓及び建築物に附属する門 2，壁面線の表示のない道路境界 2，壁而線の表示のない道路境界
又は塀その他これらに類する 線及び緑地境界線までは、1 線及び緑地境界線までは、1m

す もの 1n以上とする． 以上とする．．．

2．物置等で、高さ2．3rn以下 3．隣地境界線までは、Im以上 3． 隣地境界線までは、Im以上と
かつ床而積の合計が5］1f以下 とする．、 する．，

言1． 壁 面の 位置 のもの ただし、次の各号の一に該当 ただし、次の各号の一に該当する
る
の 制 限 3．車庫で、高さ3m以下かっ床 する場合においては、この限り 場合においては、この限りではない、、

而積の合計が36nf以下のも ではない． ／．出窓及び建築物に附属する門
の ［．出窓及び建築物に附属する門 又は塀その他これらに類する

又は塀その他これらに類する もの
事

もの 2，物置等で、高さ2．31n以下か

画 2，物置等で、高さ2．3m以下 っ床面債の合計が511f以下の
かっ床面栢の合計が511f以下 もの

のもの 3， 車庫で、高さ3m以下かつ床面
項

3，車庫で、高さ3m以下かつ床 積の合計が3ti　tYi以下のもの

而積の合計が36n似下のも
の

建築物等の形態

又は意匠の制限
建築物の屋根の形態は勾配屋根を基調とする、． 　建築物の屋根の形態は勾配屋根を

基調とする．．

かき又はさくの

惜造の制 限
道路境界線に而して、かき又はさく を設置する場合は、生垣又は1， 2m以下のフェンス等とする．．．ただし、門柱又はフェンス等の基礎となる高さ0． 4m以1”のコンクリー トブロック、石憤み等はこの限りでない．

開鎗日．：引．いト整1雇｛1さ．11た一

． 1．」rr川 円柞地， 草：lrけ．．：咋コ、 ［：目．㌔寸1凹一小，・ては，公同．くけ

〔「「川：ご 灯な居住］；1屯i 力直1保
1‘ポ．坦「⊥噛（　右ト　1’　1　トlIIJ　：こ　1・ilI｜．｜　こ　　L　　　．＿．：寸

PI．1 る ． i．るた．㌧㌦L．聖．、二1、川
」

じらない

事ほ 川保 iこに1期．1 る・」≧．r亘
　たた［．，‘1辰かζこ‘征1．［1．’止‘：．二

認㌦〆．哩㍉旨ギ．）に・〕いてrl、二山
「r！l）．1‘．1寸；．、1い
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野田山崎地区　地区計画

計画図（区域、地区の区分）
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野田山崎地区　地区計画

計画図（区域、地区の区分）
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野田山崎地区地区計画　用途規制一覧表
地区

区分

｛山督住宅

地　区

言1画n主

地区．＼

シンハルレ

道路地区

卓㈱自路

地区A
斬縦路

地区B

センター

地区A

センター

地区B

剖画川二

1山L．ド

砕ト」．1碇

地　　L

○：噸酉出こおいて建てられろ建築物等の用途

△：建1蜘おこおいて一定び庫晒）建てら］1る醐寧り

　　用途

×：⊇侭こljいて制剥る元翻塘〃）肝金
●：地看．圃こおいて榔艮する建芽物駒珊途

用途

地域
一
種「鳴

住居
十
彌
腫
繍
十
住居
硬
〔圭居

近隣

醸
二醸

住居 ‘1‘‘）：r雇

一
憧

山r（

住宅 ∩ o ○ o ○ ● ●
＝

催等
糊1住宅で店締、酬ぬ芦の部分が棚㎡以ドカピ）建勲勿の延く

疏責のレ2ポ満のもの　σ1玉錨ll限あり）
○ ○ ○ ○ ○ ⊂♪ O

一

共同住宅、寄宿舎、下宿 ○ ○ o ○ ○ ○ o
．

二．

り欄園、’1岸校、中学校、高等学校、図書植等 ○ ○ o ○ ○ ○ ○
一

神社、寺院、教会等 ○ ○ ○ ○ o L） ○
． 二

老人ホーム、身体障害者福祉ホー一ム等 o Cト c） O ○ o ○ ニー

公菊谷場，診療所、1精所等 〔） ○ ○ O O ○ o ．．

＝

老人1副［Cセンクー、1圏皐生施設等（△は600nf以下｝ △ ○ o O O o O
・＝

公共施

設
痛；完’肯蒔 巡査派出脈公衆電話所、郵便局（△は50011似下）等 △ ○ O o ○ ○ ○

＝

人学、高等専門学校、専修学佼等 × ● ● ● ● ● ● ● 一．

離 × ○ ○ ○ ○ ⊂〕 ○ ．

二．

3，0001↓「以下の自動車教習所 × × × ● ● ○ ● ●

3，000［㎡を超える自動車教習所 × × × × ● ● ● ●

店舗等の床面債が、15011f以下のもの

（△は物品販売戊1鴇li、飲食店等で2階以下）
× △ △ ○ ○ ○ o

一

二

　　〃　　　　15011fを超え50011f以ドのもの

〔△は物品販売店舗、飲食店等で2階以下〕
× △ △ O ○ ○ ○

一
＝

1離 〃　　　　50011fを超え1、50011f以ドのもの x × × ○ ○ ○ ○
＝

JJ　　　l，500L㎡を超え3，000m’以下のもの × × × ● ● 〔） ○ ●

〃　　　3，0001］fを越え10，00011f以・「のもの × × × × ● ○ ○ ●

〃　　　　1010001㎡を超えるもの × × × × × ○ ×

事務所等の床面憤が、150〕1似下のもの × × × 〔⊃ ○ ○ ○ ・；

，r　　l50nfを超え500nf以下のもの × × × o O ○ ○ ≒

輸等 〃　　5U〔h㎡を超え1，500‘1f以下のもの × × × ○ O ○ ○
＝

〃　1，50011fを超え3，00011f以下のもの × × × ● ● ○ ○
一

∫’　3，uoo‘1fを越えるもの × × × × ● ○ o 二．

ホテル、旅館の床而債が3、00Unf以．ドのもの × × × ● ● ○ ○ 一．ホテル

等 r’　　　　3，00細fを超えるもの × × × × ● ○ o ・二．

ボーリンク場、スケート場、イく泳場、ゴルフ練習場等の床面積

が3、000nf以下の．もの
× × × ● ● o ○ ●

ボー・リング場、スケート場、水泳場、ゴルフ練習場等の床面債

が3，00011fを超えるもの
× × × × ● ○ ○ ●

遊戯施

設風俗

聯
マージヤン屋，ぱ．らんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所等 × × × × ● o O ●

カラオラ’ボ・ソクス等 × × × × ● ○ o ●

慮陽、峡両館、演芸場、観覧場、ナイトクラブ等 × × × × × o ×
一

キヤバレー・、料団占等 × × × × × × ×
一「

声詐聯暢業に係わる公射谷場その他これらに窺｝’るもの × × 〉く × × × × ．←

畜舎価rrfを超えるもの） × × × ● ■ ● ● ●

1融両串．図勘，日司緬脚ば計か．」伽1以Hコ梱附属車庫を除く × o 〔：〕 o 〔） ○ o
ご

単独車庫｛3陶壮ヌ情諭桔こ’．）舗十が、㎜nfを超えるも川附属〔何甫を除

く
× x × × x ○ ×

＝

撒ll．｜属自動車車庫L1はL階以防r）1工山1f以1ミム2ほコl！n以．r・勃・

ユ］．槻，11丁以下．△sr主階以「ぎ三れそ逝麟物ノ）延べ面情川尼以η
△］ △2 △2 △3 △3 o △3 ．．二 ＝」

有庫喩庫業倉庫を除く） × 1
く × o ○ ∩ o ●

倉庫菜倉庫 × lx ㎡「 ＼ K ● ヌ

一

自動中形理：［場∬曙り1嗣彰例］i以下の｝両 × ＼ ×
） 心 ［1 ○

＝

自重悼修理工場1欄旨晴硫ll5M趨え：鋤1下以下パ．〔／』 × x メ 〉＼ ○ 〉

一．

．「揚

旬軽 パン崖、十屋、口腐屋、畳屋、自転車犀等．計卜業場の床而1責の合
計が5011似「かっ11｝唖i｝1止力出力が一．定以下のもの（⊥2階以ド｝

×

一 一

r．、 ［．二1 c． ［．♪

一

「1業1芳・力［iミ「酊情L’）合・言1．か5〔111“ユドC’」丁ナ号で危］瑛1小ぺ環境を黙三「ヒ

さ．U．ろおそ』L／1∫非Hl’：．二↓・ない｛、．り〔．L．1「寸．5Ulli以卜「、＿2（．虻15〔、

11f以ド）

× ＼ x
一1 一1 二2 二1

一
斗

「乍寸蔭堤易」）「1ミ血ir貞Lハ合引．7㍍1已OI｜†〕スド‘ノ」：［」巳．さ危1倹1坐ぺ．髄を］｝匹「L

させるおそれが少ないもの
ぺ

1∀ s
．ト 口 x

一・

非常に少ない施殻 × × ×

一

（び 1∨． ＼
＝火薬垣、r繭m，カスな戊’の危険物の貯

蔵、処理の量〔二は3，卿D1Tf以卜）
少ない賑斐 ＼

㌧
x

’
＼ご

∪
x

やや多い施設 × ＼ × × × × ＼

そノ他 地］口U蔵量が5万リ．ノトル以ドのカ．ソリンスクンド へ
、
ず x o o ● ●

一
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都市計画変更スケジュール
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議案第5号

　野田都市計画下水道（野田市第1号公共下水道）の変更について（付議）



膨1顯

壌ぺ1

　ノ 野都都第126号の5
平成29年7月24日

野田市都市計画審議会

会長　石　井　　武　様

酬市長鈴木

　　　野田都市計画下水道（野田市第1号公共下水道）の

　　　変更について（付議）

　このことについて、都市計画法第21条第2項において準用する

同法第19条1項の規定により、別紙のとおり貴審議会に付議します。



野田都市計画下水道総括図（野田市決定）雨水（案）
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野田都市計画下水道総括図（野田市決定）雨水

域

表　示 区　　　　分

都市計画既決定区域

E＝コ 全　　体　　計　　画　　区　　域

貯留施設（変更）

2



野田都市計画下水道変更概要説明図

3



　　　　　野田都市計画下水道の変更（野田市決定）　（案）

　都市計画野田市公共下水道「4．その他の施設」に阿部沼第1号調整池、阿部沼第2

号調整池、阿部沼第3号調整池を次のように追加する。

1，下水道の名称　　　　野田市第1号公共下水道

2．排水区域

　　　　「排水区域は総括図表示のとおり」

　　　　（備考）汚水面積　約2，456ha　（変更なし）

　　　　　　　雨水面積　約2，　263ha　（変更なし）

3，下水管渠

位　　　　　置
内　　訳

起　　点 終　　点
備　考

野田中央幹線 野田市中野台字行人谷津 野田市中野台字辻前 変更なし

4，その他の施設

内　　訳 位　　　　　置 備　　考

平井中継ポンプ場 野田市平井字根松 変更なし（敷地面積1，500nf）

桐ヶ作中継ポンプ場 野田市桐ヶ作字下原 変更なし（敷地面積L40011』）

川間南汚水中継ポンプ場 野田市岩名二丁目 変更なし（敷地面積　3241㎡）

大塚前排水ポンプ場 野田市下三ヶ尾字境田 変更なし（敷地面積4，250nf）

上花輪排水ポンプ場 野田市今上字鹿島下 変更なし（敷地面積4，2501㎡）

浅間下排水ポンプ場 野田市中野台字浅間下 変更なし（敷地面積1，58411f）

阿部沼第1号調幣辿 野川巾木間う順宇下羽貫 追　加轍地面績16、！，oUl！V）

阿部沼第2号調’整i也 野川市木問り瀬’†：卜羽貫 追　加（敷他面憤巳、ri川11i）

阿部沼術：｛号調整池 野田llr親野井字東久川 追　加〔敷地lm賓n，1］〔〕O　nl）

　　　　「区域は計画図表示のとおり」

理　　由

　関宿地域の阿部沼第1排水区内宝珠花地区の雨水対策に対し、阿部沼第1号調整池、

阿部沼第2号調整池、阿部沼第3号調整池の都市計画決定の追加を行い、地域の浸水の

ない生活環境の向上及び保健衛生の向上を図り、より健全な都市の発展に資するもので

ある。

4



計画図

阿部沼第1号調整池　　面積，16，900m2　貯留量≒19，700m3

関宿中央小

阿部沼第

略号：R＝貯留施設
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計画図

阿部沼第2号調整池　　面積：15，600m2　貯留量≒30，200m3

　竃

　　　態 ［lllllll］

阿部沼第2号調整5

略号：R＝貯留施設
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計画図

阿部沼第3号調整池　　面積：5，500m2　貯留量≒3，900m3

阿部沼第3号調整

阜

曳
　　竃

略号：R＝貯留施設
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計画図

阿部沼第3号調整池　　面積：5，500m2　貯留量≒3，900m3

阿部沼第3号調整

地地区（1，734㎡）

991　mi （重複）

743　m’

　　％

阜

曳
　　竃

略号：R＝貯留施設
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都市計画変更スケジュール（下水道）
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野都審第2－1号
平成29年　8月　3日

野田市長　鈴　木　　有　様

野田市都市計画審議会三三鳶日

　　　　　野田都市計画用途地域の変更にっいて（答申）

　平成29年7月24日付け野都都第126号の1で当審議会に付議さ

れましたこのことについて、平成29年8月3日に会議を開催し審議し

たところ、原案のとおり可決しましたので答申します。



野都審第2－2号
平成29年　8月　3日

野田市長　鈴　木　　有　様

　　野田都市計画防火地域及び準防火地域の変更について（答申）

　平成29年7月24日付け野都都第126号の2で当審議会に付議さ

れましたこのことについて、平成29年8月3日に会議を開催し審議し

たところ、原案のとおり可決しましたので答申します。



縦顯

営淘

野都審第2－3号
平成29年　8月　3日

野田市長　鈴　木　　有　様

会　長　石

野田市都市緬舗
井 チー 画辞、

　審報

　　　　　野田都市計画地区計画の決定について（答申）

　平成29年7月24日付け野都都第126号の3で当審議会に付議さ

れましたこのことについて、平成29年8月3日に会議を開催し審議し

たところ、原案のとおり可決しましたので答申します。



幽1：’：・9ぷ
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野都審第2－4号
平成29年　8A　3日

野田市長　鈴　木　　有　様

　　　　　野田都市計画地区計画の変更にっいて（答申）

　平成29年7月24日付け野都都第126号の4で当審議会に付議さ

れましたこのことについて、平成29年8月3日に会議を開催し審議し

たところ、原案のとおり可決しましたので答申します。



・l

野都審第2－5号
平成29年　8月　3日

野田市長　鈴　木　　有　様

　　　野田都市計画下水道（野田市第1号公共下水道）の変更に

　　　ついて（答申）

　平成29年7月24日付け野都都第126号の5で当審議会に付議さ

れましたこのことについて、平成29年S月3日に会議を開催し審議し

たところ、原案のとおり可決しましたので答申します。



報告第1号

　野田都市計画生産緑地地区の変更について（報告）
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野田都市計画生産緑地地区の変更（野田市決定） （案）

　野田都市計画生産緑地地区中77号花井新田第1生産緑地地区ほか3地区を次

のように変更する。

名　　　称

番　号 十　産　緑　地　名
面　　積 備　　考

77
花井新田第　1生産緑地地区 一 廃1卜　　　　　△約0．7611a

126
山崎第4　4牛産緑地地区 　 廃止　　　　　△約0．1311a

129
山1‖奇第4　7生産緑地地区 一 廃止　　　　　△約0．36hd

130
山崎第4　8生産緑地地区 0．64ha 一部廃止　　　△約0，29ha

計 0．64ha △約L54ha

「位置及び区域は計画図表示のとおり」

〈理由〉

　生産緑地法第14条の規定に基づく行為の制限の解除により、生産緑地としての

機能が失われたため、当該地区について変更するものである。

〈参考：変更概要〉

番号 生産緑地名 所　　在 変更要因

77 花井新田第1

花井新田36番1、36番2、
　　　　36番3、36番4、
　　　　36番5
堤根新田56番

主たる従事者の死亡

全部廃止（△7，6251㎡）

126
山崎第44 みずき一一丁目3番1、3番2

主たる従事者の死亡

全部廃止（△1，3431㎡）

129
山崎第47

みずき一丁目4番1、4番3、
　　　　　　1番4

主たる従事者の死亡

全部廃止（△3，6021㎡）

130 lil崎第48 山崎2252番、2253番1
主たる従事者の死亡

一部廃止（△2，94hlf）
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生産緑地地区の変更の内訳総括表

今同の変更に関する区域 生産緑地地区全1本の内訳

地区数 追加 廃止 面積の増減

変更後 変更前

地区数 合計面積 地区数 合計面積

4地区 一 約1，54ha △約1，5411a 187地区 約32．06ha 190地区 約33，6011d

〈参考：生産緑地法〉

　（生産緑地の買取りの申出）

第10条　生産緑地の所有者は、当該生産緑地に係る生産緑地地区に関する都市

　計画についての都市計画法第20条第1項の規定による告示の日から起算して

　30年を経過したとき、又は当該告示後に当該生産緑地に係る農林漁業の主た

　る従事者が死亡し、若しくは農林漁業に従事することを不可能にさせる故障と

　して国土交通省令で定めるものを有するに至つたときは、市町村長に対し、国

　土交通省令で定める様式の書面をもって、当該生産緑地を時価で買い取るべき

　旨を申し出ることができるvこの場合において、当該生産緑地が他人の権利の

　目的となっているときは、第12条第1項又は第2項の規定による買い取る旨

　の通知書の発送を条件として当該権利を消滅させる旨の当該権利を有する者の

書面を添付しなければならない。

　（生産緑地地区内における行為の制限の解除）

第14条　第10条の規定による申出があった場合において、その申出の日から

　起算して3月以内に当該生産緑地の所有権の移転（相続その他の一般承継によ

　る移転を除く。）が行われなかったときは、当該生産緑地については、第7条

　から第9条までの規定は、適用しない。

（都市計画決定年∫］LD

野田地域　　平成　4年11月24日　（法施行による新規指定）

関宿地域　　平成15年12月19日　（市町村合併による新規指定）
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都市計画変更スケジュール

8月3日

へ亘・，，ll－＿・

8月下

予定

’「　’，

9月下

予定

11月10日

予定

tl月下

予定

1巨
＼
・〆

12月中

予定
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議案第4号　野田都市計画地区計画（野田山崎地区）の変更について（付議）　ノ野都都第126号の4平成29年7月24日野田市都市計画審議会会長　石　井　　武　様野田市長　鈴　木野田都市計画地区計画の変更について（付議）　このことについて、都市計画法第21条第2項において準用する同法第19条1項の規定により、別紙のとおり貴審議会に付議します。野田都市計画地区計画の変更（野田市決定）案都市計画野田1［J崎地区J’ti区計画を次のように変更する。名称位置面積地区計画の日標区域の整備開発及び保全に関する方針上地利用の方針地区施設の整備の方針野田山崎地区　地区計画　野11］市みずき一・．r円、みずきニト目、みずき三丁日及びみずき四丁目の全部の区域並びに山1崎宇梅台の一部の区域糸〜」58．　3ha　本地区は、東武野1」］線梅郷駅の南西約1．21（mに位置し、住宅・都市整備公団の施行による：L地区画整埋事業区域及び都市計画道路沿いの周辺関連区域を含む地区である。　地区計画を定めることにより、計画的に形成された良好な居住環境を維持するとともに、歴史ある野田市の景観に配慮しながら、均衡ある十地利用を促進し、地区の特性に応じた、緑豊かでうるおいのあるn：宅市街地σ）促進を図る事を口標とする。　適正かっ合理的な土地利用を図るため、8地区の地区整備計画区域と一ヒ地利用の方針のみを定める区域に区分し、それぞれ次の方針により整備する。　［低層庄宅地区］　　　一戸建ての専用庄宅を主体として、良好な居住環境を確保すると共に、落ち着きあ　　る街並み形成を図る。　［計画111宅地区A］　　周辺環境との調和を図りながら、低・中層住宅を主体とした住宅等を計画的に配置　　し、良好な庄環境の形成、保全を図る、、　1計1町庄宅地区Bl　　多ほな公園、緑地との調rllを図りながら、低・Il．1層住宅を一ト：体tLたr↑・宅丁を計ll］1」　　的に配置L、緑に阿封1た良なfな1｝環工花のナ1フ成、保全を図る　［シンボル道路地区］　　周辺住宅地区と調和した、賑わいと居住者の牛活利便の向上に寄与し、生活に付加　　価値をもたらす店舗等を含む庄宅地の形成を図る。［幹線道％地区A・幹線道路地区B］　　住宅地区の居庄環境に配慮しながら、幹線道路沿いの賑わいを創出する施設及び店　　舗等による街なみ形成を図る。［センター地区A・センター地区B］　　地区中央部にあり、二っの都市計画道％の交差部に位置しているため、商業、業務　　関連施設、娯楽施設、行政施設、コミュニティ施設を幅広く立地させ、居住者及び　　地域住民の利便の増進を図る，．一臓媒↓　＿　　兵　c　崇⊥t｛ve！三F巨て⊇，幽4…‘’t　　；nifi＃asgv．；罐Wkl…u嚥P．1一　’　さ辿→L与十ぞ誘手貝1幽・1，tti喉“Z−1；，，，＝（上地利用の方針σ）み定める区域）　隣接する野田山崎L地区両整」型事業の区域と一体になったまちづくりを推進する．、　上地区画整J型事業により整備された各施設はそれぞれの施設の機能・環境が損なわれないように維持・保全を図る。　V：、開｝桁一］為に」、i1F約旅S、．ii7‘二公日吸川ll拙1・はば川」「・1［Fl’・・L図る1区域の整備開発及び保全に関する方針建築物等の整備の方針　地区計画の目標を踏まえ、以一ドの建築物の整備方針に基づき、整備・誘導を図る串：とする。なお、建築物等及び屋外広告物は、美観風致の維持を図るものとし、その色彩にあっては原色の使用を控え、落ち着きのある色調とする事により周辺の街なみとの調和を考慮した市街地の形成に努める。［低層住宅地区］　適切な敷地規模を有する・戸建て住宅を主体とした、良好な居li環境の整備を図　る。［言十両（1　t宅　i一也区A］　当該街区を囲む緑地、道路、公園等とイ本となった緑豊かなオープンスペースを確　保し、快適な居住環境と良好な街なみ形成を図る。［計画住宅地区B1　地区FFの緑1也及vc道路沿いに鼎かなオー一プンスへ一スを’1｜作fV・するヒyもに、多様な　公園、緑地〕’調和［た、緑票かな快適な居fi’環境巳良f1J「な街な／…形成を図る、［シンボル道路地区］　シンボル道路沿いθ）賑わいと魅力溢れる道％景観創出のために多様な住宅、施設等　を適切に配置し、親しみあるll環境形成を図る。［幹線道路地区A・幹線道路地区B］　周辺住宅との調和を図りつつ、周辺部から地区中心部への入り口部にふさわしい、　街の賑わいと活力を感じさせる環境形成を図る。［センター地区A・センター地区B］　居住者及び地域庄民の生活サービス及びコミュニティ形成の核として、周辺環境　を損なうことなく賑わい溢れる環境形成を図る、、ef．　sU　，一　Lk；．LL　るや　　を　　　ロピぴヱ　コご　コ　　プ　わニロし　いロ　シ　プ　の　　　　　　　コ　　コ　ゐ　　　　　ダずロ　　、．’1λ　一9．．＿’＿二、．　−ll．．．，．rr　三辿ニニL）・．、’、…ニー。「・’〉、、，JA1’也区整備言1・画地区施設の配置及び規模公　困緑　地5ヵ所4カ所面蹟　2、790　ttf而｜「責　　　　　　5　2　0　　nTL2地［メ：の地区の名　称低層住宅地区計r山1住宅地区．、シンポ’レ道路地区幹線道路地区A幹線道路地区Bセンター地区Aセンター地区B，：1画［コ三．LI山区U　誘＋JWせ詳咄匡区　分地区の面　積約18．9ha約18，5ha約2．．llla約7．Oha約0．2ha約1，9ha約2．3hε1約6，7ha次に掲げる建築物は建築してはならない．次に掲げる建築物は建次に掲げる建築物は建築し次に掲げる建築物は建築しては次に掲げる建築物は次に掲げる建築物ば次に掲げる建築物は建築してはならL大学．高等専門学佼、専修学校その他これら築L・〔はならない．てはならない．ならない．．　　−建築してはならない建築してはならないないに苗するもの1，大学、高悼専門学1交、専1．大学、高等専門学校．専修L大学、高沓専門学校、専修学校そ1．建築基準法別表第21．建築基汁≧法号1［表第21，1＼1．、‘1｝「�d川羊い、円［1Tl　l・．旨修学校その他これらに類学佼その他これらに煩するの他二れらに類するもの（い）項第1号に掲げ〔い）項第1号に掲げ自h口1らに1］：1・い：・い・するものもの2．建築基準法別表第2　〔に）項第3るものるものフニlh・i「」．．1叫時．2山一1」目」巨づ号2．廻≧曇ξ基準≡法男1］表第2　　〔（二）号及び第6号に掲げるもの2，大学、高等三与｝1∫rf：佼、2，戊（学、高等専門学陵、辿一山　る．；．山項第3号及び第6号に掲げ3．ホテル又は旅館可修学咬その他これ専修学校その他二れ一†るもの4．白動車教習所らに類するものらに垣するもの．’．一．　　　；、ばニニ．＝巳，一鼎泊場、’r3，ホテル又は旅館5．マー．ジ．ヤ・ン屋、はちんこ屋、肘的3．自動車教習所3，白動車教習所耳粘i，ミFli；±7輌1丁」与．斗十午計≒建4．自動車教習所場、勝馬投票券発売所、場外車券4，建築基準法別表第24，建築基準法別表第2叫⊂工．」三．℃．’」建築物’K　の5．店舗、飲食店，その他これ売場その他これらに煩するもの（に）項第6号に掲げ（に）項第6号に掲げ．ニーi二・．．バ．’．．・hl三』辿⊥）「川途の制限らに垣する用途に供するも6．カラオケボソクスその他これにるものるもの≒十自ののうち建築基準法施行令類するもの5，倉庫業を営む倉庫5、ガソリンスタンド↓給．　．コ†幽　「．’”1．．　．．’　二、工兵口．　　　　　　　　　、　　　　　、　　、　　　　　、築第130条の5の3で定めるも7．店舗、飲食店、その他これりに類6．ガソリンスタンド（給油所）；　主1二、一三も．・加メ．瞬．．題禄阜÷．匡のでその用途に供する部分する用途に供するもののうち建築油所）岳肱午含；〉．L‘ば一与地の床面積の台計が1，　Fd　oa　Ln2基準法施行令第130条の5の3で定⊥○・一掴途に＃仁L≒1L戸↓叫上雨情を超えるものめるものでその川途に供する部分1勾べ司≒扁uμ廿巨∪ぞ�`物6，事務所等でその用途に供すの床面積の合計がL500‘lfを超え兵「相車る部分の床面積の合計が1，るもの500nfを超えるもの8．事務所等でその川途に供する部区分の床面債の合司．が1，500nfを超’・1’ミえるもの・膓．建築物の延べ面債の敷地面積に対する割合の10分の15い）分・ノ．u　5に最高限　度整建築物の建築面積の敷地面積に対する割合の10分の5lP力の5関最高限　度165nf　　　う180｜1τ1651�u300nf1801）fただし、次の各号の一に該当ただし、市長が公益卜必要と認めた建築物のただし、次の各号の一に該当するものについては、この限りではない．ただし、市長が公益上必要と認めた建築物の敷地の用に供するものについては、この限り備すするものについては、この限り敷地の用に供するものについては、この限りで1，市長が公益上必要と認めた建築物の敷地の用に供するものではない．ではない、．はない．．2．十地区画整理事業により、換地された上地及び保留地で、所有権その他の権利に基づいてその全建築物の敷地1，市長が公益上必要と認めた建部を一の敷地として使用するもの面積の最低限度築物の敷地の川に供するものる2．土地区画整理事業により、換地された土地及び保留地で、計所有権その他の権利に基づいてその全部を一の敷地として事使用するもの　　．。勿の　壁又はこ　に’る住の面から道路境界線、緑地境界線及び隣地境界線までは1皿以上とする．．　　沢　の　壁又はこれにー⇔る・．の面から1路境界線、緑地境界線又は隣地境界線までは、次のとおりとする．．1．壁面線の表示のある道路境界線及び緑地境界m以上とする。建築物の外壁又は、これに代わる住の面から道路境界線、ただし、次の各号の一に該当する場合においては、この限りではない、．緑地境界線及び隣地境界線までは、1境界線までは、次のとおり　建築物の外壁又はこれに．代わる柱の面から道路　　　　　　　　　　　とする、1．壁面線の表示のある道路境界線までは、2m以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．．、勿の　壁又はこれに5幽⊃る・『の面から道路境界線、緑地境界線又は隣地境界線までの距離は、次のとおりとする。「由1項壁面の位置ではない．、1．　ただし、次の各号の一に該当する場合においては、この限り　出窓及び建築物に附属する門　又は塀その他これらに類する　線までは、2m以トとする．．2，壁而線の表示のない道路境界線及び緑地境界　線までは、1m以上とする．．3．隣地境界線までは、1m以トとする．　ただし、次の各号の一に該当する場合におい1，2，物置等で、高さ2，　出窓及び建築物に附属する門又は塀その他これらに類する　　　　　　　　　　3m以下かつ床面債の合計が511f以下のもの3，車庫で、高さ3m以下かつ床面債の合計が361r似下のものものとする。る、．2，その他表示のない箇所にっいては、1nl以上とす／，壁而線の表示のある道路境界線及び　緑地境界線までは、2m以上とする。2，壁面線の表示のない道路境界線及び　緑地境界線までは、1m以上とする、．3．隣地境界線までは、／m以．トとする。の制限もの・⊂｝よ、　こ0）F艮り『ぐ｜まなし、ロただし、次の各号の一・に該当する場2，物置等で、高さ2，3n1以下】．出窓及び建築物に附属する門又は塀その他こ合においては、この限りではない．．かっ床面憤の合計が511f以下れらに類するもの1．山窓及び建築物に附属する門又は塀のもの2．物置等で、高さ2．3m以ドかっ床而債の合その他これらに類するもの3．車庫で、高さ3m以下かつ床計が5n似下のもの2，物置等で、高さ2，3m以下かっ床面憤の合計が3611f以下のも3．叶：庫で、高さ3m以下かつ床面債の合計が3面憤の合計が5nf以下のものの6t�u以下のもの3．車庫で、高さ3m以下かつ床面磧の合計が3611f以下のもの建築物等の形態又は意匠の制限建築物の屋根の形態は勾配屋恨を基調とする．　建築物の屋根の形態は勾配屋限を基調とする。かき又はさくの構造の制限道路境界線に面して、かき又はさくを設置する場合は、生垣又は1．2m以下のフニ仁ンス等とする．ただし、門柱又はフェンス等の基礎となる高さ�J，4rn以下のコンクリートブロック、石債み等はこの限りでない、．1｜111「り樹日1甲‘1苧：罎享・「n開；后〔1詩に．t7り年備さ．｝］たべ「〕下〔1．トll川1円事1．日　．1，t／／1．刀　Ll・1臼ll二な腎1．＋．環后メ，碇1呆　　た．�d�jピ11保．ill．lttl．tLなもの．「事項禄他に．．・い．「！」　二園�h．川十地∫1η．の目的に「11用を［．．・は評ゴじL‘1い　た　1．，rh子り．吃こ疏LF要二。‘．、＼’．た建○｝Jに．．．い・：ほ，一白限川こ．はない「区域、地区整備計画の区域及び壁面の位置の制限は計画図表示のとおり」L　理　　［　「　1　　」　　　　　　『　tt’i　‘　己　l　1±1，　［　．　ミ：　　　卜　1　　　ト　　　　　　．　：　　．　　「　［　「　　　1　ヨ　　≡　］　Lb，　　　L　　　　I　　　　　．　　：　　　．　　　：　　　　　　　　　　　　！　L　z　1　　‘　」　　、　”　　卜　　　　　　1　　1　．　　：二．寸「「〕［．　Elll　l1L［1：．．”1．．1．1．．1た∀‘．吐cこ計匝”．11「P・F・．3参考資料第一種低層住居専用地域第一Ti＃．ilt高層住房専用地域　　第　種中高層住居専用地域第一唾住居地域第腫庄居地域近隣商業地域第二種住居地域D　｜刺1高ig’i．1．川U川ll［岐　　　二幽．ト昇」也w地区の名　称低層庄宅地区計画庄宅地区．Sシンボル道路地区幹線道路地区A幹線道路地区Bセンターll1三区Aセンター・地区B計［IIll日て｝山区D　話貞栴尺41叫ふ地区の区　分地1メ「力面　積約18．911a約18．5h乏‘約2．4ha約7，0ha約0．2ha約1，9hL｜約2．3ha約6．7ha　次に掲げる建築物は建築してけならない1，大学．荷等専門学校、専　修学校その他これ「、に　類するもの　子欠に掲げろ建築物は建築Lて仕ならない1．大学、高等専門’｝：佼、専　修学佼その他二れらに　煩するもの　次に掲げる建築物は建築してはならない．1．建築基準法別表第2〔い）項　第1号に掲げるもの　→庄宅2．大学、高等専門学校、専修学　校その他これらに類するも　の3，自動申：教習所4．建築基丁匡く去5］1｜表第2　〔｛こ）　項　第6号に掲げるもの　→1511fを超える畜舎5．ガソリンスタンド〔給汕所）　次に掲げる建築物は建築してはならない．1．　1．」．．高‘：i≦専川Liノ．U，両：II．＝．［．．こ　二．・吋山．．！1‘．☆1肩・1．引戸）　蕪．・．；．．．さ圭丁竺　昌一可1ア．；・　□．．1！‘叶；認上1．1・→．‘．’．≡辿　一・．IL‘・一与工�j三斗場≒k　次に掲げる建築物は建築してはならない1、達築基｝準法別表第2　〔い）　項第1号に掲げるもの→住宅2．人学，高等専門学校、専修　学校その他これ［〒）に類する　もの3，自動車教習所4．建築基準三法別表第2　↓に）　項第6号に掲げるもの→15r〕「を超える畜舎5，倉庫業を営む倉庫6．ガソリンスタンド（給加所）．）II．．／．：．一．iL−1．rごメ1巳．　、、1．1∫1　⊥−1’．’・1川嬉　　「：」≧君．≡＝一�b竺．’　且ω‘．．・．．・一．・：．ド．…　．・二…　　　　　　、ゴ、JL上　竺三±L票土�`＝　　日”」工土　　、．11．1　＝」ピ斗．三．⇒に套．．．三口47」フーヰ・・1斗デ・一工≒・÷己ヰ1≡＋に　娯‡三ト毛す山‘：　：馳．　．’　：　≒但辿斗←口項F　　　　　　　　　、　　　’　．・　　s　　　　　、’．『　1．ろ．‘≡＿．≡」」コ以叫ち建≠≡．冬；ぞ．’．．：ペヤ吉．1．餌三．’亡「”．づ’」；‘｝．hi−spgFAguw＃sgga　　　　　　L−」＝　’1．　　　ノs三　．」1．　　”　　　　　　．　ニワ　．1．　　　　　　　　1．幽工　止舗叫譲　　　そ　　．≡ILらに　次に掲げる建築物は建築してはなりない．1，大学、高等専門学校、専修学校その他　これらに煩するもの2．建築基準法別表第2（に）項第3号及　び第6号に掲げるもの　→ボー・リング場、スケート場、水泳場、　スキー場、ゴルフ練習場、パッティン　グ練習場　一・151・fを超える声舎3，ホテル又は旅館4，自動車教習所5，店舗、飲食店、その他これらに類する　用途に供するもののうち建築基準法　施行令第130条の5の3で定めるもの　でその用途に供する部分の床面債の　合計が1，50011fを超えるもの　→店舗、飲食店、その他これらに類す　る用途に供するもののうち理髪店、　美容院、クリーニング取次店、質屋、　貸衣装屋、貸本屋その他これらに類　するサービス業を営む店舗、洋服、　畳屋、建具屋、白転車店、家庭電器　器具店その他これらに類するサービ　ス業を営む店舗で作業場の床而憤の　合計が5UIIf以内のもの（原動機を旋　用する場合にあっては、その出力の　合計が0．75キロワット以下σ）ものに　限る、．）、自家販売のために食品製　造業を営むパン屋、米屋、豆腐屋、　菓子屋その他これらに類するもので　1乍業場の床面積の合計が50n似内の　もの（原動機を1吏用する場合にあっ　ては、その出力の合計が0．75キロワ　ソト以下σ）ものに限る．．）、学習塾、　華道教室、囲碁教室その他これらに　類する施設、物品販売業を営む店舗　　（専ら性的好奇心をそそる写真その　他の物品の販売を行うものを除く、）　又は飲食店、銀行の支店、損害保険　代理店、宅地建物取引業を営む店舗　その他これらに類するサービス業を　営む店舗でその用途に供する部分の　床面積の合計が150011fを超えるもの6．事務所等でその用途に供する部分の　床面積の合計がII50011fを超えるも　の　　　　　　、頁『．’「巷に．、一．〒もユエち理留　　⊥」t；tt．」スー　’　−t−1　‘〆建↓糾L」菩互、．‘．装阜、　　．幽．さ　　　　　　馳’．　≡　‘；；‘「．一．．：＋．一・“『．　地　力：1こ掲げる建築物は達築して1まカこらない［，大学、高等与門学佼、専修学校その他　二れらに類するもの2，建築基準法別表第2　〔に）項第3号及　び第6号に掲げるもの→ボー‘．∫ング場、スケート場、水泳場、　スキー場、ゴルフ練習場、バソティン　グ練習場　→1511fを超える畜舎3、ホテル又は旅館4．自動申教習所5．マージャン屋、ばちんこ屋、射的場、　勝馬投票券発売所、場外車券売場その　他これらに類するもの　→（類するものニゲームセンター）6，カラオケボソクスその他これに類す　るもの7．店舗、飲食店、その他これらに類する　．用途に供するもののうち建築基準法　施行令第13U条の5の3で定めるもので　その川途に供する部分の床面積の合　計がll50Dllfを超えるものマージャン　屋、ばちんこ屋、射的場、勝馬投票券　発売所、場外車券売場その他これらに　類するもの　→店舗、飲食店、その他これらに類す　る用途に供するもののうち理髪店、美　容院、クリー一ニング取次店、質屋、貸　衣装屋、貸本屋その他これらに類する　　　　　　　　　　　　　　　．　サービス業を営む店舗、洋服、畳屋、　建具屋、自転車店、家庭電器器具店そ　の他これらに類するサービス業を営　む店舗で作業場の床面積の合計が50　11f以内のもの（原動機を使用する場合　にあっては、その出力σ）合計が0．75キ　ロワット以下のものに限る，）、自家　販売のために食晶製造業を営むパン屋、米屋、豆腐屋、菓子屋その他これ　らに類するもので作業場の床而積の　合計が5伽f以内のもの（原動機を使川　する場合にあっては、その出力の合計　が0．75キロワソト以下のものに限　る，．）、学習塾、華道教室、開碁教室　その他これらに類する施設、物品販売　業を営む店舗博ら性的好奇心をそそ　る写真その他の物品の販売を行うも　のを除ぐ，）又は飲食店、銀行の支店、　損害保険代理店、宅地建物取引業を営　む店紬その他これらに類するサービ　ス業を営む店舗でその用途に供する　部分の床面積の合計が1500nfを超え　るもの8，事務所咋でその用途に供する部分の　床面積の合計が1，50011fを超えるもの’・1噛�jよ　‘’　L「　　田・．v卍．　　t1　　�l三　トニ：’丘建築物等の用途の制限1．’て・1　1　「P／，　　”’ヤ’．．二FE山“　H日　’、　　　　　幽・ξ・一・・ゴ．・張≠三’“．『≡「二　　　　、、圭．’．≡七．．L2旦　　三’．：蜜．へ；亨．　　．、噛が∪9日⌒も山一胸［｝接封輔二属よ誇声ぺ＋旨＝o△≡．バ　7亡ヒ　・L　　i’…　’’・、．二’　　菜工．与．；、　　w　　．．　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　馳．．　　　．・口製．些、f’L噛し　L．；．・’、⊥「L、．こ　‘午≧�d　1．．’「上≡．　二　’；貢」　　．　　　　　　　　、　　　　s‡与与��⌒み噸恒合二L．　．’．’」’　「；i．興一差．．勾≡そ：一．≡．一・の舗．…，1；．、｛．．・に、≡　、一記二・韓　　　　　　　　　　　　．一’”　一ぱ事：≒’．二，三に鮮≡．二叱、．’ロ　．毒．ξ≡チ’．1’．・：．項　　　　　　　　　　　L」．一ユ与．1生的吻蒋≡二≡・与真÷叫A辿輌午ユも」∪をは÷　）　具一⌒店⌒越理山て工↓⊂弓1鞍工胡1与舗巨≒与他≡，≡に垣．．．≡1・−L二≡工七≡≧・与用．＋ヨ！一鞘噸壌　・’．＼三，ノ．．．・．竺豊．�`．≡］山蝋．庫4一　1　　　t／　　　　　　　　　｜　1　t　エ　　‘　　i　　‘　，　口↑　　t　言　　　L　参考資料第一唾低層住居専川ω或第一．・唾中高層住居専川地域第一種中高層庄居専用地域第・圃回：地域第種住居地域近隣商業地域第運住居地域¶�e座日山．Ψ岐地区の地区の名　称低層住宅地区計画住宅地区．へシンボル道路地区幹線道路地区A幹線道路地区Bセンター・地区Aセンター・地区BF「1！トト1「［｛「．｜II，1ぺ．｝：；誘兵」1i｝元言：と1吐し【一区　分地区の面　債約18，9ha約18，5ha約2，4ha約7，0ha糸勺0，2ha約1．9ha約2，3ha約6，7hLL建築物の延べ而1責のi敷地血債に対する割合の1〔，分の15ロパ▲．，�h15最　高限　度建築物の建築面債の敷地面債に対する割合のユ0分の5川｝．声・川5日古取「司限　度建165nfユ80‘lf　　　「」1651］r　　　，3DOl1T　　　．18011「築ただし、次の各号の一に該当ただし、市長が公益ト必要とただし、次の各号の・に該当十るものについては、二の限りではない．ただし、市長が公益上必要と認めた建築物の敷地の用に供するものについては、この限りではない．．するものについては、この限り認めた建築物の敷地の用に供す1，市長が公益ヒ必要と認めた建築物の敷地の用に供するものではなし‘．．るものについては、この限りで2．十地区画整理事業により、換地された上地及び保留地で、所有権その他の権利に基づいてその全部を建築物の敷地1．市長が公益上必要と認めた建はない．．一の敷地として使用するもの物面頂の最低限度築物の敷地の川に供するもの2．十地区画整理事業により、換区地された土地及び保留地で、所有権その他の権利に基づいてその全部を一の敷地として等使用するもの　　　　　　　　　　　　　「整建築物の外壁又はこれに代わ建築物の外壁又はこれに代わ建築物の外壁又は、これに代わる柿の而から道路境界線、緑地境界線及び隣地境界線までは、1111建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から道路境界線まで建築物の外壁又はこれに代わる柱にる柱の面から道路境界線・緑地る住の面から道路境界線・緑地以上とする．は、次のとおりとする．．の面から道路境界線、緑地境界線又境界線及び隣地境界線までは1境界線又は隣地境界線までの距ただし、次の各号の一に該当する場合においては、この限りではない、．1，壁面線の表示のある道路境界線までは、2m以一ヒとする．は隣地境界線までの距離は、次のとm以上とする．．離は、次のとおりとする、1．出窓及び建築物に附属する門又は塀その他これらに類するもの2，その他表示のない箇所については、］m以上とする．おりとする．．ただし、次の各号の．．一に該当1．壁面線の表示のある道路境界2．物置等で、高さ2．3m以下かつ床面債の合計が511似下のもの1．壁面線の表示のある道路境界関する場合においては、この限り線及び緑地境界線までは、23，車庫で、高さ3m以下かっ床面積の合計が3611f以下のもの線及び緑地境界線までは、2m備ではない．．m以ヒとする。以上とする．．1，出窓及び建築物に附属する門2，壁面線の表示のない道路境界2，壁而線の表示のない道路境界又は塀その他これらに類する線及び緑地境界線までは、1線及び緑地境界線までは、1mすもの1n以上とする．以上とする．．．2．物置等で、高さ2．3rn以下3．隣地境界線までは、Im以上3．隣地境界線までは、Im以上とかつ床而積の合計が5］1f以下とする．、する．，言1．壁面の位置のものただし、次の各号の一に該当ただし、次の各号の一に該当するるの制限3．車庫で、高さ3m以下かっ床する場合においては、この限り場合においては、この限りではない、、而積の合計が36nf以下のもではない．／．出窓及び建築物に附属する門の［．出窓及び建築物に附属する門又は塀その他これらに類する又は塀その他これらに類するもの事もの2，物置等で、高さ2．31n以下か画2，物置等で、高さ2．3m以下っ床面債の合計が511f以下のかっ床面栢の合計が511f以下もののもの3，車庫で、高さ3m以下かつ床面項3，車庫で、高さ3m以下かつ床積の合計が3ti　tYi以下のもの而積の合計が36n似下のもの建築物等の形態又は意匠の制限建築物の屋根の形態は勾配屋根を基調とする、．　建築物の屋根の形態は勾配屋根を基調とする．．かき又はさくの惜造の制限道路境界線に而して、かき又はさくを設置する場合は、生垣又は1，2m以下のフェンス等とする．．．ただし、門柱又はフェンス等の基礎となる高さ0．4m以1”のコンクリートブロック、石憤み等はこの限りでない．開鎗日．：引．いト整1雇｛1さ．11た一．1．」rr川円柞地，草：lrけ．．：咋コ、［：目．�`寸1凹一小，・ては，公同．くけ〔「「川：ご灯な居住］；1屯i力直1保1‘ポ．坦「⊥噛（　右ト　1’　1　トlIIJ　：こ　1・ilI｜．｜　こ　　L　　　．＿．：寸PI．1る．i．るた．�d�jL．聖．、二1、川」じらない事ほ川保iこに1期．1る・」≧．r亘　たた［．，‘1辰かζこ‘征1．［1．’止‘：．二認�j〆．哩�_旨ギ．）に・〕いてrl、二山「r！l）．1‘．1寸；．、1い5i野田山崎地区　地区計画計画図（区域、地区の区分）　　　案う変更　　　∵＼・〃　　　ジ　パバ　　1＼＼t：…6菱＼　　　グ　’・．ト洲、．rStl�H2ρ”・燕∴＼　N醸職ぶ　黛《ノ灘．：：；・；：；懸ll；裂　　・バ％…・　観凡　例［］［］地区計画区域地区整備計画区域地区施設（公園）地区施設（緑地）低層住宅地区計画住宅地区A計画住宅地区Bシンボル道路地区幹線道路地区A幹線道路地区Bセンター地区Aセンター地区B　　　　S　＝　1／71000　　　獲，／1一窪：鴻　．・’・／ン’　ぶ　・　　、ぐ　ぴ　　ドキ　　つ　　コ　1：’　議，N！　緩一、鋪、＝，。曝一　　γ巴ノ潔［山山］　　　　　　　　　　叩篇プ・〆　　、t　　　／　　’�`t7野田山崎地区　地区計画計画図（区域、地区の区分）＼＼“＼＼t’＼t　　＼、　　、．t，，。N廿ノ，，＝x−＼ttti・ies、：Wのド　　　　　　　　　　　　ヨン熱灘彩　＼　　◎◆1　　てミ＼＼二＼　’＼＼＼＼＼＼＼、．娩＼　　　　懇　さ　　灘’一ノ穿一一蝋ビ罐ξ霧纏／］；；みずき小1”　　　　　　　　　　　　　　　　　af凡　例、“，．、　　ヘ　ヘへ織1《i、　　・＼　　＼　　tx二：：：：’pa：漣．塁誘致施設地区　�f地区計画区域　　×X×X×　　れ　　ロ　　パ　　パ　　ガ　ノ　ヘノ　ヘノ　　ノ　ヘノ　　ク　ペク　ヘノ1　．’v’xハx’∵’xハ．”xハX××XX××××＃　　x　　＃　　x　　翼　　x　　K　　x鰯［：：：1　1］地区整備計画区域低層住宅地区計画住宅地区シンボル道路地区幹線道路地区A幹線道路地区Bセンター地区Aセンター地区B誘致施設地区　ばぺ　＼・＼》＼　ぺ　Y／ttw’〉パ＼　　．Zぺ．v　、veN鯨卜±〉s／▽議1；：難「し髭ハ．’∵’．”n’∵’．ハn’苺．〈XX×××X×＃　　＃　　＃　　x　　x　　x　　x　　H、’　、’　、’　、ノ　、’　、’　、’’、　’、　’、　’、　ノ、　’、　’、／ノ，＼＼＼　“∨▽・・H−n∨“∨x一工∋　　　円TT凱1山山山山’山6野田山崎地区地区計画　用途規制一覧表地区区分｛山督住宅地　区言1画n主地区．＼シンハルレ道路地区卓�且ｩ路地区A斬縦路地区Bセンター地区Aセンター地区B剖画川二1山L．ド砕ト」．1碇地　　L○：噸酉出こおいて建てられろ建築物等の用途△：建1蜘おこおいて一定び庫晒）建てら］1る醐寧り　　用途×：⊇侭こljいて制剥る元翻塘〃）肝金●：地看．圃こおいて榔艮する建芽物駒珊途用途地域一種「鳴住居十彌腫繍十住居硬〔圭居近隣醸二醸住居‘1‘‘）：r雇一憧山r（住宅∩o○o○●●＝催等糊1住宅で店締、酬ぬ芦の部分が棚�u以ドカピ）建勲勿の延く疏責のレ2ポ満のもの　σ1玉錨ll限あり）○○○○○⊂♪O一共同住宅、寄宿舎、下宿○○o○○○o．二．り欄園、’1岸校、中学校、高等学校、図書植等○○o○○○○一神社、寺院、教会等○○○○oL）○．二老人ホーム、身体障害者福祉ホー一ム等oCトc）O○o○ニー公菊谷場，診療所、1精所等〔）○○OO○o．．＝老人1副［Cセンクー、1圏皐生施設等（△は600nf以下｝△○oOOoO・＝公共施設痛；完’肯蒔巡査派出脈公衆電話所、郵便局（△は50011似下）等△○Oo○○○＝人学、高等専門学校、専修学佼等×●●●●●●●一．離×○○○○⊂〕○．二．3，0001↓「以下の自動車教習所×××●●○●●3，000［�uを超える自動車教習所××××●●●●店舗等の床面債が、15011f以下のもの（△は物品販売戊1鴇li、飲食店等で2階以下）×△△○○○o一二　　〃　　　　15011fを超え50011f以ドのもの〔△は物品販売店舗、飲食店等で2階以下〕×△△O○○○一＝1離〃　　　　50011fを超え1、50011f以ドのものx××○○○○＝JJ　　　l，500L�uを超え3，000m’以下のもの×××●●〔）○●〃　　　3，0001］fを越え10，00011f以・「のもの××××●○○●〃　　　　1010001�uを超えるもの×××××○×事務所等の床面憤が、150〕1似下のもの×××〔⊃○○○・；，r　　l50nfを超え500nf以下のもの×××oO○○≒輸等〃　　5U〔h�uを超え1，500‘1f以下のもの×××○O○○＝〃　1，50011fを超え3，00011f以下のもの×××●●○○一∫’　3，uoo‘1fを越えるもの××××●○o二．ホテル、旅館の床而債が3、00Unf以．ドのもの×××●●○○一．ホテル等r’　　　　3，00細fを超えるもの××××●○o・二．ボーリンク場、スケート場、イく泳場、ゴルフ練習場等の床面積が3、000nf以下の．もの×××●●o○●ボー・リング場、スケート場、水泳場、ゴルフ練習場等の床面債が3，00011fを超えるもの××××●○○●遊戯施設風俗聯マージヤン屋，ぱ．らんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所等××××●oO●カラオラ’ボ・ソクス等××××●○o●慮陽、峡両館、演芸場、観覧場、ナイトクラブ等×××××o×一キヤバレー・、料団占等×××××××一「声詐聯暢業に係わる公射谷場その他これらに窺｝’るもの××〉く××××．←畜舎価rrfを超えるもの）×××●■●●●1融両串．図勘，日司緬脚ば計か．」伽1以Hコ梱附属車庫を除く×o〔：〕o〔）○oご単独車庫｛3陶壮ヌ情諭桔こ’．）舗十が、�onfを超えるも川附属〔何甫を除く×x××x○×＝撒ll．｜属自動車車庫L1はL階以防r）1工山1f以1ミム2ほコl！n以．r・勃・ユ］．槻，11丁以下．△sr主階以「ぎ三れそ逝麟物ノ）延べ面情川尼以η△］△2△2△3△3o△3．．二＝」有庫喩庫業倉庫を除く）×1く×o○∩o●倉庫菜倉庫×lx�u「＼K●ヌ一自動中形理：［場∬曙り1嗣彰例］i以下の｝両×＼×）心［1○＝自重悼修理工場1欄旨晴硫ll5M趨え：鋤1下以下パ．〔／』×xメ〉＼○〉一．．「揚旬軽パン崖、十屋、口腐屋、畳屋、自転車犀等．計卜業場の床而1責の合計が5011似「かっ11｝唖i｝1止力出力が一．定以下のもの（⊥2階以ド｝×一一r．、［．二1c．［．♪一「1業1芳・力［iミ「酊情L’）合・言1．か5〔111“ユドC’」丁ナ号で危］瑛1小ぺ環境を黙三「ヒさ．U．ろおそ』L／1∫非Hl’：．二↓・ない｛、．り〔．L．1「寸．5Ulli以卜「、＿2（．虻15〔、11f以ド）×＼x一1一1二2二1一斗「乍寸蔭堤易」）「1ミ血ir貞Lハ合引．7�b1已OI｜†〕スド‘ノ」：［」巳．さ危1倹1坐ぺ．髄を］｝匹「Lさせるおそれが少ないものぺ1∀s．ト口x一・非常に少ない施殻×××一（び1∨．＼＝火薬垣、r繭m，カスな戊’の危険物の貯蔵、処理の量〔二は3，卿D1Tf以卜）少ない賑斐＼�dx’＼ご∪xやや多い施設×＼××××＼そノ他地］口U蔵量が5万リ．ノトル以ドのカ．ソリンスクンドへ、ずxoo●●一7都市計画変更スケジュール素案縦覧公聴会案の縦覧都県都市計法市画審議△定計画云符協決蓮議定1月26日2月26日3月3日から　中止　　4月27日　6月16日から　8月3日8月中9月上　　　　　　　3月17日まで　　　　　　　　　6月30日まで　　　　予定予定8議案第5号　野田都市計画下水道（野田市第1号公共下水道）の変更について（付議）膨1顯壌ぺ1　ノ野都都第126号の5平成29年7月24日野田市都市計画審議会会長　石　井　　武　様酬市長鈴木　　　野田都市計画下水道（野田市第1号公共下水道）の　　　変更について（付議）　このことについて、都市計画法第21条第2項において準用する同法第19条1項の規定により、別紙のとおり貴審議会に付議します。野田都市計画下水道総括図（野田市決定）雨水（案）　　　　　　　　　　　　　ご’1）　　　　　　　　　　　　　へ　　　　＿翻　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　1一u＿）ld哀．tJ11t　l　i　＼、　！tt’∵理Xl　1：c、｜責　示一�S　　　区　　　　分一一　　　一　　　　　　　一一一一都r｝1肩｝画眠決滅’区蟻E：コ全　　体　　泊　　山　　区　　域貯留艇設　　蛮遊1野田都市計画下水道総括図（野田市決定）雨水域表　示区　　　　分都市計画既決定区域E＝コ全　　体　　計　　画　　区　　域貯留施設（変更）2野田都市計画下水道変更概要説明図3　　　　　野田都市計画下水道の変更（野田市決定）　（案）　都市計画野田市公共下水道「4．その他の施設」に阿部沼第1号調整池、阿部沼第2号調整池、阿部沼第3号調整池を次のように追加する。1，下水道の名称　　　　野田市第1号公共下水道2．排水区域　　　　「排水区域は総括図表示のとおり」　　　　（備考）汚水面積　約2，456ha　（変更なし）　　　　　　　雨水面積　約2，　263ha　（変更なし）3，下水管渠位　　　　　置内　　訳起　　点終　　点備　考野田中央幹線野田市中野台字行人谷津野田市中野台字辻前変更なし4，その他の施設内　　訳位　　　　　置備　　考平井中継ポンプ場野田市平井字根松変更なし（敷地面積1，500nf）桐ヶ作中継ポンプ場野田市桐ヶ作字下原変更なし（敷地面積L40011』）川間南汚水中継ポンプ場野田市岩名二丁目変更なし（敷地面積　3241�u）大塚前排水ポンプ場野田市下三ヶ尾字境田変更なし（敷地面積4，250nf）上花輪排水ポンプ場野田市今上字鹿島下変更なし（敷地面積4，2501�u）浅間下排水ポンプ場野田市中野台字浅間下変更なし（敷地面積1，58411f）阿部沼第1号調幣辿野川巾木間う順宇下羽貫追　加轍地面績16、！，oUl！V）阿部沼第2号調’整i也野川市木問り瀬’†：卜羽貫追　加（敷他面憤巳、ri川11i）阿部沼術：｛号調整池野田llr親野井字東久川追　加〔敷地lm賓n，1］〔〕O　nl）　　　　「区域は計画図表示のとおり」理　　由　関宿地域の阿部沼第1排水区内宝珠花地区の雨水対策に対し、阿部沼第1号調整池、阿部沼第2号調整池、阿部沼第3号調整池の都市計画決定の追加を行い、地域の浸水のない生活環境の向上及び保健衛生の向上を図り、より健全な都市の発展に資するものである。4計画図阿部沼第1号調整池　　面積，16，900m2　貯留量≒19，700m3関宿中央小阿部沼第略号：R＝貯留施設5計画図阿部沼第2号調整池　　面積：15，600m2　貯留量≒30，200m3　竃　　　態［lllllll］阿部沼第2号調整5略号：R＝貯留施設6計画図阿部沼第3号調整池　　面積：5，500m2　貯留量≒3，900m3阿部沼第3号調整阜曳　　竃略号：R＝貯留施設7計画図阿部沼第3号調整池　　面積：5，500m2　貯留量≒3，900m3阿部沼第3号調整地地区（1，734�u）991　mi（重複）743　m’　　％阜曳　　竃略号：R＝貯留施設8都市計画変更スケジュール（下水道）都市計画審言義会　報告素案説明会素案縦覧公聴会中止県事前協議案の縦覧都県都市計法市画審議△．．定計画本緬協決蓮議定1月26日2月3、4日2月10日から　　　2月24日まで3月17日4月18日から8月3日　　　5月2日まで8月中　9月上＼　＞P・ノ9　ン野都審第2−1号平成29年　8月　3日野田市長　鈴　木　　有　様野田市都市計画審議会三三鳶日　　　　　野田都市計画用途地域の変更にっいて（答申）　平成29年7月24日付け野都都第126号の1で当審議会に付議されましたこのことについて、平成29年8月3日に会議を開催し審議したところ、原案のとおり可決しましたので答申します。野都審第2−2号平成29年　8月　3日野田市長　鈴　木　　有　様　　野田都市計画防火地域及び準防火地域の変更について（答申）　平成29年7月24日付け野都都第126号の2で当審議会に付議されましたこのことについて、平成29年8月3日に会議を開催し審議したところ、原案のとおり可決しましたので答申します。縦顯営淘野都審第2−3号平成29年　8月　3日野田市長　鈴　木　　有　様会　長　石野田市都市緬舗井チー画辞、　審報　　　　　野田都市計画地区計画の決定について（答申）　平成29年7月24日付け野都都第126号の3で当審議会に付議されましたこのことについて、平成29年8月3日に会議を開催し審議したところ、原案のとおり可決しましたので答申します。幽1：’：・9ぷ∫，☆tt：瓢　　　幽”こぷ野都審第2−4号平成29年　8A　3日野田市長　鈴　木　　有　様　　　　　野田都市計画地区計画の変更にっいて（答申）　平成29年7月24日付け野都都第126号の4で当審議会に付議されましたこのことについて、平成29年8月3日に会議を開催し審議したところ、原案のとおり可決しましたので答申します。・l野都審第2−5号平成29年　8月　3日野田市長　鈴　木　　有　様　　　野田都市計画下水道（野田市第1号公共下水道）の変更に　　　ついて（答申）　平成29年7月24日付け野都都第126号の5で当審議会に付議されましたこのことについて、平成29年S月3日に会議を開催し審議したところ、原案のとおり可決しましたので答申します。報告第1号　野田都市計画生産緑地地区の変更について（報告）位置図1i浸　　　．…・混『（瓢）1『＼ミ．ラ1＼▽コ　　　　ベ　へ　や1・■’NN・＼　　＼、噛1�d．．Q∴91∵〔響’“le／’　　　　�H．彩，s　・、．．　，／　　　’�j1i騒ノtt　　　・．　　“＼．・†’3　．．�SiI占　　　臼「　，1．1　・　N1／10、　000凡　例対象地区¢．�c撚」　｛・・　．1　　　　　、諏1．一　　　　　　＼＼ゾ認竺　　　　　　　　　＼＼　　　　川1幽　　　　　　．o　く　　　　ぺ一聾�_一一t26　山崎第44生産緑地地区　　　　輸1　　　ト梅郷駅「1129　111崎第47生産緑地地区’e　　　睡酬繁ノー／�s＼玖§ヒ｝“li、／　t、／1／10，N000凡例対象地区1／ノ　　　ンー＝＝二＿｛：20（ハKc9’　　‘．／｛5211　　　　　　　　ユレニワ　凡　例［：コ　対象地区一ls＼rfe　lい一、，345y．−t，・況・1“i・�`、籔墾’璽〒ゴー．1L−＿キ　ゴ　　ト　ロコロ己’“＿ココ目　．、1、＝恒・二緊司蟹．J　　　Mz1‘　　　　F　l・l　　ied’　＼1・察，L�`／・1ピ）…�nNし・　りレ2500几　　例既決定区域廃止区域鯵妄主ぐ：1ご：遮鼓，見》s、ピt　！�dt♂　，’♪t1　±1　　、・．　　燕�`薯、一ノ6野田都市計画生産緑地地区の変更（野田市決定）（案）　野田都市計画生産緑地地区中77号花井新田第1生産緑地地区ほか3地区を次のように変更する。名　　　称番　号十　産　緑　地　名面　　積備　　考77花井新田第　1生産緑地地区一廃1卜　　　　　△約0．7611a126山崎第4　4牛産緑地地区　廃止　　　　　△約0．1311a129山1‖奇第4　7生産緑地地区一廃止　　　　　△約0．36hd130山崎第4　8生産緑地地区0．64ha一部廃止　　　△約0，29ha計0．64ha△約L54ha「位置及び区域は計画図表示のとおり」〈理由〉　生産緑地法第14条の規定に基づく行為の制限の解除により、生産緑地としての機能が失われたため、当該地区について変更するものである。〈参考：変更概要〉番号生産緑地名所　　在変更要因77花井新田第1花井新田36番1、36番2、　　　　36番3、36番4、　　　　36番5堤根新田56番主たる従事者の死亡全部廃止（△7，6251�u）126山崎第44みずき一一丁目3番1、3番2主たる従事者の死亡全部廃止（△1，3431�u）129山崎第47みずき一丁目4番1、4番3、　　　　　　1番4主たる従事者の死亡全部廃止（△3，6021�u）130lil崎第48山崎2252番、2253番1主たる従事者の死亡一部廃止（△2，94hlf）7生産緑地地区の変更の内訳総括表今同の変更に関する区域生産緑地地区全1本の内訳地区数追加廃止面積の増減変更後変更前地区数合計面積地区数合計面積4地区一約1，54ha△約1，5411a187地区約32．06ha190地区約33，6011d〈参考：生産緑地法〉　（生産緑地の買取りの申出）第10条　生産緑地の所有者は、当該生産緑地に係る生産緑地地区に関する都市　計画についての都市計画法第20条第1項の規定による告示の日から起算して　30年を経過したとき、又は当該告示後に当該生産緑地に係る農林漁業の主た　る従事者が死亡し、若しくは農林漁業に従事することを不可能にさせる故障と　して国土交通省令で定めるものを有するに至つたときは、市町村長に対し、国　土交通省令で定める様式の書面をもって、当該生産緑地を時価で買い取るべき　旨を申し出ることができるvこの場合において、当該生産緑地が他人の権利の　目的となっているときは、第12条第1項又は第2項の規定による買い取る旨　の通知書の発送を条件として当該権利を消滅させる旨の当該権利を有する者の書面を添付しなければならない。　（生産緑地地区内における行為の制限の解除）第14条　第10条の規定による申出があった場合において、その申出の日から　起算して3月以内に当該生産緑地の所有権の移転（相続その他の一般承継によ　る移転を除く。）が行われなかったときは、当該生産緑地については、第7条　から第9条までの規定は、適用しない。（都市計画決定年∫］LD野田地域　　平成　4年11月24日　（法施行による新規指定）関宿地域　　平成15年12月19日　（市町村合併による新規指定）8都市計画変更スケジュール8月3日へ亘・，，ll−＿・8月下予定’「　’，9月下予定11月10日予定tl月下予定1巨＼・〆12月中予定9

